
令和８年度青少年の主張宮崎県大会「青年の部」作文募集要項 

  

１ 趣  旨 

  高校生が、日常生活の中で考えていること、感じていることを広く社会に向ける機会を設ける

ことにより、社会の一員としての自覚と責任感を高める契機にする。 

 

２ 対  象 

県内の高校等及び特別支援学校高等部に在学する高校生 

 

３ 主  催 

公益社団法人宮崎県青少年育成県民会議   

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

 

４ 共 催 

 宮崎県、宮崎県教育委員会 

 

５ 後 援 

  宮崎県中学校長会、宮崎県県立学校長協会、宮崎県私立中学高等学校校長会 

 

６ 作文内容 

(1) 社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案など。 

(2) 青少年健全育成活動、地域（郷土）づくり活動、団体・グループ活動等との関わりの中での

意見や感想、提言など。 

(3) テレビ・新聞等で報道される青少年問題や社会の様々な出来事に対する意見や感想、提言な

ど。 

(4) その他、実体験を通して感じた心からの思いや考えたこと、感銘を受けたこと等について、

自由でユニークな発想などを飾り気のない言葉でまとめたもの。 

 

７ 応募上の留意事項 

(1) 作文は自作で未発表のものとする。生成ＡＩを利用した執筆・推敲は認めない。 

(2) ４００字詰め原稿用紙３～４枚程度にまとめ、５分以内で発表できるものとする。 

※発表時間が５分を越えた場合は、超えた時間に応じて審査時の減点対象となる。 

(3) 原稿用紙は横長縦書きとし、Ａ４サイズに縮小して提出する。（両面印刷は不可） 

(4) 原稿の頭書に、題名、学校名、学年、氏名（ふりがなも記入）を明記すること。 

 

８ 募集手続き 

高等学校・特別支援学校（高等部）は校内応募作文の中から 4 点以内を選考して、 

６月 19 日（金）までに青少年育成県民会議へ直接提出する。 

 

 

 

 

 

 

宮崎県青少年育成県民会議（TEL 0985-44-2836） 

〒８８０－８５０１ 宮崎市橘通東２丁目１０番１号 ＜県庁防災庁舎５階＞ 

               （県福祉保健部 こども政策局 こども家庭課内） 

 



９ 審査・表彰 

(1) 一次審査 

① 主催者が依頼した審査委員による一次審査会を開催し、宮崎県大会の出場者４名を選出す

る。 

② 審査結果については、直接学校長へ通知する。 

 (2) 二次審査 

   発表者が自らの主張を発表する「青少年の主張宮崎県大会」を二次審査とする。「青少年の主

張宮崎県大会」は８月１２日（水）、宮崎市民プラザオルブライトホールで実施する。 

 (3) 二次審査（宮崎県大会）の結果を受けて、次のとおり賞状と記念品を贈呈する。 

    ・最優秀賞１人  ・優秀賞１人  ・優良賞２人 

(4) 宮崎県大会での最優秀賞・優秀賞受賞者は「知事に伝えよう私の思い」に参加し、県庁内で

県知事と直接対話をする機会が与えられる。 

 

10 審査基準 

 (1) 一次審査 

  ① 高校生らしい鋭い感性で、生き生きとした主張であるか。 

② 新しい情報や視点があるか。 

③ 個人の体験にとどまらず、一般性・社会性があるか。 

④ 提案や提言を実践しようとする意欲が感じられるか 。 

⑤ 論旨が一貫し、構成がしっかりしているか。 

 (2) 二次審査 

  ① 共感と感銘を与えていたか 。 

② 説得力のある話だったか 。 

③ 熱意と迫力があったか 。 

④ 落ち着いて話していたか 。 

⑤ 聴衆に感動を与えていたか。 

 

11 その他 

(1) 応募作文は返却しない。    

 (2) 宮崎県大会に選出された４名は、作文集を作成するために、大会当日までに最終の作文デー

タを再度提出する。 

(3) 受賞作品、学校名、受賞者氏名、宮崎県大会の模様（写真等）を作文集、広報紙、ホームペ

ージ等に掲載する予定のため、あらかじめご了承ください。 

(4) 宮崎県大会出場者には当県民会議の規程により旅費を支給する。 


